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④ウォーキングタウン小田原／⑤まちづくりにあなたの声を／⑥平成21年度当初予算の概要／⑧自治基本条例づくりをスタートします！
／⑩おだわら情報／⑫設立50周年　松永記念館と耳庵・松永安左ヱ門／小田原を元気に！⑬〈連載〉学校自慢　富水小学校／〈連載〉
市民力／⑭まちづくりの夢をかたちに　富士見大橋開通／⑯〈連載〉ウォーキングタウン小田原「歴史と文化の香るまち散策コース」
（○数字はページ番号です）

②馬出門、いざ開門！ 137年の時を越えて、小田原城の正規登城ルートが完成
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馬う
ま

出だ
し

門も
ん

、
い
ざ
開
門
！

１
３
７
年
の
時
を
越
え
て
、

小
田
原
城
の
正
規
登
城
ル
ー
ト
が
完
成

小
田
原
城
の
大
手
筋
に
位
置
し
、
二
の
丸
の
大
手
門
に
相
当
す
る
重
要
な
門
「
馬
出
門
」。

平
成
21
年
３
月
、
江
戸
時
代
の
姿
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

往
時
の
藩
主
気
分
で
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
あ
、
馬
出
門
、
開
門
で
す
！

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
８

盛大に開門式を開催！
　去る３月29日に行った開門式には、多くの来賓のかたにご列席
いただきました。式典では、テープカット後、小田原北條手作り甲
冑隊の皆さんが吹くほら貝の音に合わせて、ゆっくりと門が開き始め
ました。すると、一斉に大きな歓
声と拍手が。式典後には、市民
の皆さんにも開放。この時を待ち
わびた多くのかたが往時の姿に
思いをはせながら、くぐり初めを楽
しみました。親子連れのかたも
参加し、子どもたちが感嘆の声
を上げていたのが印象的でした。

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

  

お
堀
端
通
り
か
ら
馬
出
門
土ど
　
は
し橋（

め
が
ね
橋
）

に
入
る
と
、
白
く
輝
く
土
塀
と
石
垣
と
と
も
に
、

馬
出
門
が
目
の
前
に
。
木
の
香
り
漂
う
中
を
、

思
わ
ず「
開
門
！
」と
叫
び
た
く
な
り
ま
す
。

　

門
を
抜
け
て
前
に
進
む
と
、
左
側
に
内う

ち
　
か
ぶ
　
き

冠
木

門
。
そ
し
て
、
あ
な
た
の
周
囲
を
四
角
く
囲

む
よ
う
に
石
垣
と
土
塀
が
そ
び
え
立
ち
ま
す
。

こ
こ
は
、
馬
出
門
と
内
冠
木
門
の
土
塀
か
ら

成
る
「
桝ま

す
　
が
た形
形
式
」。
こ
れ
ら
２
つ
の
門
は
、

控
ひ
か
え
　
ば
し
ら

柱
に
そ
れ
ぞ
れ
屋
根
が
つ
く
「
高こ

う

麗ら
い

門
形

式
」
の
門
で
す
。
そ
の
中
心
に
た
た
ず
み
、
ふ

と
目
を
閉
じ
る
と
、
馬
の
ひ
づ
め
の
音
や
人

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

  

馬
出
門
の
完
成
で
、
お
堀
端
通
り
か
ら
の
景

観
が
一
段
と
江
戸
時
代
の
姿
に
近
づ
き
、
往

時
の
小
田
原
城
を
今
ま
で
以
上
に
体
感
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
る
で
、
江
戸
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に
。

天守閣

桝 形

馬出門

銅 門
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　昭和５７年に史跡小田原城跡調査･整備委員会ができ、当初から委員として
携わってまいりました。委員会では小田原城の整備には５０年以上はかかると言
われており、各委員からは、整備を見とどけられるのは当時まだ30歳代だった私
だけだと言われておりました。それほど城の整備には時間がかかるものなのです。
この度、小田原城の二の丸大手門に相当する馬出門が整備されたことにより、
これまで整備を進めてきた住吉橋・銅門、そして、既に再建された常盤木門までの、
二の丸から本丸へと至る大手筋の歴史的景観がはっきりと見えてきました。馬出
門の復元を契機に、これまで以上に多くのかたが小田原城を訪れ、小田原城の
持つ歴史の重み、風格を体感していただきたいと思います。

夢
の
構
想 

〜
小
田
原
の
ロ
マ
ン
〜

  

馬
出
門
の
整
備
事
業
は
、
平
成
15
・
16
年
度

に
発
掘
調
査
を
行
い
、
整
備
計
画
を
立
案
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
17
・
18
年
度
に
桝

形
の
石
垣
復
元
工
事
を
、
平
成
19
・
20
年
度

に
桝
形
の
門
と
土
塀
の
復
元
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
桝
形
石
垣
、
門
・
土
塀
と
も
に
、
伝

統
的
な
工
法
で
の
復
元
で
す
。

  

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
史
跡
整
備
事
業

に
昭
和
58
年
か
ら
本
格
的
に
着
手
。
史

跡
小
田
原
城
跡
の
整
備
の
根
幹
を
な
す

べ
き
も
の
で
あ
る
「
史
跡
小
田
原
城
跡

本
丸
・
二
の
丸
整
備
基
本
構
想
」を
、

平
成
５
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
城
下
町
小
田
原
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
小
田
原
城
跡
を
永
久
に
保
存
・

管
理
し
、
遺
構
を
整
備
し
て
、
後

世
に
伝
え
、
歴
史
的
観
光
的
価
値

を
高
め
る
こ
と
を
柱
と
し
て
、
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
展
望
し
た
構

想
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

  

現
在
は
、
大
手
筋
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
住
吉
橋
・
銅

あ
か
が
ね

門
に
続
い
て
、

馬
出
門
の
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
大
手
筋
の
整
備
と
し
て
、
平

成
21
・
22
年
度
に
か
け
て
馬う

ま
　
や
　
く
る
　
わ

屋
曲
輪
全

体
の
修
景
整
備
を
行
う
計
画
に
な
っ
て

い
ま
す
。

  

こ
の
整
備
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
江
戸
時
代

の
小
田
原
城
の
姿
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
小
田
原
の
ロ
マ
ン
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。

史跡小田原城跡
調査・整備委員会委員長

小和田哲男さん

戦国史研究の第一人者として、
小田原城の整備に長年携わっている。

○馬出門：高さ約6.3ｍ、幅約4.7ｍ
○内冠木門：高さ約5.3ｍ、幅約3.6ｍ
○土塀：高さ約2.7ｍ、地上高約4.3ｍ、
　延長約88ｍ

馬出門
の概要

正規登城ルート（大手筋）

馬出門正面

史跡小田原城跡
本丸・二の丸整備基本構想図

小田原城の歴史をご体感ください

馬屋曲輪

内冠木門

馬出門内側（右は内冠木門）

住吉橋
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歴史や自然がいっぱい

小田原を歩こう ！

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
小
田
原
」と
は

　

市
内
に
点
在
す
る
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
産

業
な
ど
の
魅
力
。
そ
れ
ら
を
散
策
す
る
コ
ー
ス

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
を
広
く
紹
介

し
、
気
軽
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

タ
ウ
ン
小
田
原
」。

　

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
気

軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。
ふ
だ
ん
見
慣
れ
て
い

る
場
所
に
も
、
新
し
い
発
見
が
い
っ
ぱ
い
。
そ

ん
な
発
見
や
ま
ち
の
よ
さ
を
探
し
な
が
ら
歩
く

の
も
、
一
つ
の
楽
し
み
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「〝
歩ほ

〞
育い

く

」
の
す
す
め

　

歩
く
こ
と
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

心
や
生
き
る
力
を
育
て
る
基
礎
教
育
を
、「
歩

育
」
と
い
い
ま
す
。

  

歩
く
こ
と
は
人
間
の
基
本
。
子
ど
も
時
代
に

市内には、魅力的な観光資源が数多くあります。海・山・川の自然景観や緑豊
かな田園風景、脈々と引き継がれてきた多彩ななりわい、小田原城をはじめ
市内に点在する史跡、小田原ゆかりの文人たちの足跡･･･。こんな魅力たっぷ
りのまちを、一緒に歩きませんか。さあ、ウォーキングタウン小田原へ出発！
Y観光課　☎33-1521　　スポーツ課　☎38-1149

こ
そ
、
し
っ
か
り
と
歩
く
こ
と
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
親
子
、
そ
し
て
家
族
で
一

緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
常
の
こ
と
を
話

し
な
が
ら
歩
く
の
も
、
ま
た
違
っ
た
時
間
を
共

有
で
き
る
で
し
ょ
う
。

さ
あ
、
出
発
！

　

歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
、大
切
さ
が
分
か
っ
た
ら
、

さ
あ
、
出
発
で
す
。

　

で
も
、
そ
の
前
に
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

を
忘
れ
ず
に
。
そ
の
場
で
足
踏
み
を
し
た
り
、

ア
キ
レ
ス
腱
を
伸
ば
し
た
り
、準
備
運
動
は
し
っ

か
り
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
い
た
あ
と
に

は
ク
ー
リ
ン
グ
ダ
ウ
ン
を
。
靴
を
脱
い
で
、
足

の
指
先
か
ら
土
踏
ま
ず
、
ア
キ
レ
ス
腱
へ
と
、

下
か
ら
上
へ
ゆ
っ
く
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
足
へ
の
い
た
わ
り
も
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
タ
ウ
ン
小
田
原
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ウォーキングマナー５箇条

❶やぁ！おはよう。
　明るいあいさつさわやかに。
❷信号で、慌てず焦らず待つ余裕。
❸広がるな、参加者だけの道じゃない。
❹自分のごみ、自分の責任持ち帰り。
❺歩かせていただく土地に感謝して。

ウォーキングタウン
おだわら散策マップ が完成！
　市内の歴史や
自然が数多く散策
できる11コースや、
「小田原七福神」
「白秋童謡の散歩
道」などの５つの周
辺案内、そして各
コースのスポットを
分かりやすく紹介。
　観光課、小田原駅観光案内所のほか、
小田原アリーナ、各支所・連絡所などの市
内公共施設で配布しています。
　散策マップを片手に、家族や友達同士で、
楽しく歩きましょう！

市内には、
ウォーキングコースが11コースも！
①歴史と文化の香るまち散策コース
②太閤一夜城と長興山史跡巡りコース
③石橋山古戦場・米神漁港コース
④潮騒の駅根府川・江之浦漁港コース
⑤久野遺跡巡りコース
⑥荻窪用水散策コース
⑦曽我の里散策コース
⑧国府津・曽我の里散策コース
⑨国府津・曽我丘陵ウォーキングコース
⑩早川・片浦ウォーキングトレイル
⑪諏訪の原・西部丘陵ウォーキングコース

ウォーキングタウン

小田原



45 広報小田原 2009年5月1日号

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
広
聴
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
支
え
、
地
域
を
元
気
に
し
、
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
主
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Y
広
報
広
聴
室　

☎
33
１
２
６
３

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
声
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
新
メ
ニ
ュ
ー
登
場

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
と
も
に
、
旬
の
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
。
５
月
か

ら
新
た
に
、「
こ
ら
ー
ぼ
〜
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
メ
ー
ル
〜
」が
加
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
政
に
参
加
で

き
る
情
報
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
情
報
を
お
届
け
す
る
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
は
、
意
見
や
い
ろ
い
ろ
な
検
討
委
員
会
な

ど
の
委
員
を
募
集
し
た
り
、
事
業
の
説
明
会
な

ど
を
開
い
た
り
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届

け
す
る
の
が
、「
こ
ら
ー
ぼ
」で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

　
「
こ
ら
ー
ぼ
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。
市
か
ら
、ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
と
い
う
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
回
答
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か

た
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

携帯電話からの登録
email@mmz.city.odawara.kanagawa.jp▲

上記あてに、空メールを送信▲

折り返し、登録のためのメールが届く▲

メールに書かれているURLにアクセス▲

メールマガジン規約をお読みください▲

必要事項の入力（※）▲

確認メールが届く▲

確認メールに書かれているURLにアクセス▲

本登録完了

【
お
だ
わ
ら
メ
ル
マ
ガ
の
メ
ニ
ュ
ー
】

　

①
お
だ
わ
ら
表
情
い
い
メ
ー
ル

　

②
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　

③
防
災
メ
ー
ル

　

④
マ
マ
パ
パ
子
育
て
知
恵
袋
メ
ー
ル

　

⑤
お
だ
わ
ら
環
境
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス

　

⑥
お
だ
わ
ら
安
心
・
安
全
メ
ー
ル

    

　

⑦
こ
ら
ー
ぼ

　
　
〜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
メ
ー
ル
〜

NEW

市
長
へ
の
手
紙

〜
市
政
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

  

専
用
の
用
紙
に
よ
り
、
市
政
へ
の
意
見
や
要

望
を
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
に
市
長
が

目
を
通
し
、
市
政
の
参
考
に
し

て
い
ま
す
。

  

投
稿
用
紙
は
、
市
内
の
公
共
施

設
や
郵
便
局
な
ど
に
あ
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
意

見
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
こ
ん
な
方
法
が

  

市
の
広
聴
事
業
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

長
が
語
り
合
う
懇
談
会「
市
民
と
市
長
の
ま

ち
か
ど
ト
ー
ク
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
開
催
日

時
な
ど
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
声
が
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ

の
第
一
歩
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 市内公共施設や郵便局に置いてあります。

（※）すでに「こらーぼ」以外
のメールマガジンを登録され
ているかたは、改めて配信
を希望するすべてのメール
マガジンの登録が必要です。

パソコンからの登録
市ホームページ・トップページの左メニューにあ
る「おだわらメールマガジン」をクリック▲

メールマガジン規約をお読みください▲

必要事項の入力（※）▲

確認メールが届く▲

確認メールに書かれているURLにアクセス▲

本登録完了

※
「
こ
ら
ー
ぼ
」と
は
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン（
協
力
）を
基
に
し
た

　

 

愛
称
で
す
。
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真
に
必
要
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す

平
成
21
年
度
当
初
予
算
の
概
要

Y
財
政
課　

☎
33
１
３
１
２

■
歳
入
の
見
込
み
は
？
（
歳
入
）

　

市
の
財
政
で
、
市
民
生
活
に
直
結
し
て
い

る
「
一
般
会
計
予
算
」。
そ
の
最
も
大
き
な

収
入
は
、
市
税
収
入
で
す
。
こ
の
市
税
収
入

を
含
め
、
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

自
主
財
源
の
多
寡
は
、
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
に
大
き
く
か
か
わ
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
自
主
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
平
成
21
年
度
当
初
予
算
で
は
、

厳
し
い
経
済
情
勢
の
影
響
な
ど
か
ら
、
市
税

収
入
が
前
年
度
よ
り
大
き
く
減
収
す
る
な
ど
、

歳
入
予
算
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が
減

少
し
て
お
り
（
表
１
）、
財
政
運
営
の
厳
し

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

■
何
に
使
わ
れ
る
の
？
（
歳
出
）

　

市
の
財
政
で
、
納
税
者
と
し
て
最
も
気
に

な
る
の
は
、「
自
分
の
税
金
が
ど
う
使
わ
れ

て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
限
ら
れ
た

財
源
で
す
か
ら
、
大
切
に
、
か
つ
効
果
的
に

使
わ
な
け
れ
ば･･･

と
い
う
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
、「
い
の
ち
を

大
切
に
す
る
小
田
原
」
の
確
立
、「
希
望
と

活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」
の
創
出
、「
市
民

が
主
役
の
小
田
原
」
の
創
造
、
の
３
つ
の
柱

の
実
現
に
向
け
、予
算
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
柱
立
て
の
概
要
と
主
な
取
り

組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
」
の
確
立

　

本
格
的
な
少
子･

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

中
、
何
よ
り
も
ま
ず
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
最
重
要
分
野
の
福
祉
・
医

療
・
教
育
に
手
厚
く
予
算
配
分
し
て
、
市
民

生
活
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
態
勢
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
就
労
助
成
事
業（
60
万
円
）

● 

障
害
児
放
課
後
支
援
事
業（
80
万
円
）

● 

妊
婦
健
康
診
査
事
業

　
（
１
億
４
，６
５
１
万
円
）

● 
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

　
（
６
，６
１
７
万
５
千
円
）

● 

少
人
数
学
級
編
制
事
業

　
（
２
，８
９
０
万
３
千
円
）

●
学
校
教
育
施
設
等
耐
震
補
強
事
業

　
（
７
億
１
，８
７
０
万
円
）　　

な
ど

「
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」
の
創
出

　

市
民
生
活
や
地
域
経
済
の
中
に
「
希
望
」

が
生
ま
れ
育
つ
よ
う
、
交
流
人
口
の
大
幅
拡

大
に
向
け
た
具
体
策
と
、
地
域
資
源
を
総
動

員
し
て
の
地
域
振
興
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

●
地
域
資
源
発
掘
発
信
事
業（
１
５
０
万
円
）

● 

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
事
業

　
（
１
，６
３
６
万
１
千
円
）

● 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
事
業

　
（
１
４
５
万
３
千
円
）

● 「
小
田
原
・
十
郎
梅
」
ブ
ラ
ン
ド
向
上
事
業

　
（
１
３
９
万
５
千
円
）

● 

地
方
の
元
気
再
生
事
業

　
（
３
，６
８
６
万
７
千
円
）

●
市
民
劇
場
開
催
事
業（
１
６
５
万
円
）な
ど

「
市
民
が
主
役
の
小
田
原
」
の
創
造

　
「
市
民
」
が
主
役
の
市
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
、
一
層
の
情
報
提
供
と
政
策
立
案
段

階
で
の
市
民
参
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効

率
的
な
行
政
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手

し
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

●
自
治
基
本
条
例
検
討
事
業
（
60
万
円
）

●
総
合
計
画
策
定
事
業
（
８
２
５
万
円
）

●
行
財
政
改
革
推
進
事
業
（
39
万
６
千
円
）

●
事
業
仕
分
け
関
係
事
業
（
88
万
９
千
円
）

● 

行
政
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業（
50
万
円
）

● 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　
（
13
万
８
千
円
）　

な
ど

市
議
会
３
月
議
会
で
平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
経
済
情
勢
を
背
景
に
、
市
の
財
政
基
盤
も

大
変
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
各
事
業
の
優
先
順
位
を
厳
し
く
選

択
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
健
全
で
安
定
し
た
自
治
体

経
営
に
向
け
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計

（表1）一般会計・歳入～自主財源の推移～
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財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
、
市

債
残
高
の
削
減
や
職
員
数
の
適
正
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
債
残
高
の
削
減

　

特
別
・
企
業
会
計
を
含
む
全
会
計
に
お
け

る
平
成
21
年
度
末
の
市
債
残
高
の
見
込
額
は
、

約
１
，１
９
３
億
円
で
、
20
年
度
末
か
ら
は
約

38
億
円
の
減
少
、
ピ
ー
ク
時
の
14
年
度
末
か
ら

は
約
２
２
８
億
円
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
簡
単
に
言
え
ば
市
の
借
金
。
新

規
の
借
入
額
を
、
返
済
額
を
超
え
な
い
範
囲

内
に
止
め
、
市
債
残
額
を
で
き
る
だ
け
削
減

し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
21
年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
で
い
う
と
、
歳
出
予

算
に
計
上
し
て
い
る
市
債
な
ど
の
返
済
額

で
あ
る
公
債
費
の
元
金
分（
約
53
億
円
）
と
、

歳
入
予
算
に
計
上
し
て
い
る
市
債（
約
31
億

円
）と
の
差
額（
約
22
億
円
）が
、
今
年
度
削

減
す
る
市
債
残
高
の
額
と
い
う
こ
と
で
す
。

職
員
数
の
適
正
化

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
特
別
・

企
業
会
計
を
含
む
全
会
計
の
職
員
数（
※
）

は
１
，９
１
９
人
で
、
20
年
度（
※
）か
ら
は

41
人
の
増
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
６
年
４
月
か

ら
は
４
１
９
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前

年
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
の
は
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
に
向
け
て
、
市
立

病
院
の
医
師
・
看
護
師
な
ど
を
増
員（
50
人
）

と
し
た
た
め
で
す
。

（
※
）
い
ず
れ
も
当
初
予
算
上
の
人
数

【一般会計】
◆554億円  0.18％（対前年度比）
福祉や教育、まちづくりなどの、市の基本的な行政事務を中
心とした会計で、皆さんからの市税収入などを主な財源として
います。大幅な歳入減が避けられない状況から、歳出も厳し
い見直しを行い、歳入歳出予算の規模としては、平成20年５
月に市長選挙を控え、骨格的な予算編成としていた20年度
当初予算とほぼ同規模となっています。

【特別会計（10会計）】
◆600億2,980万円  △0.83％（対前年度比）
特定の収入で特定の事業を行うため、一般会計とは別に経
理する会計です。競輪事業特別会計、下水道事業特別会計、
国民健康保険事業特別会計など、全部で10の特別会計が
あります。

【企業会計（２会計）】
◆163億2,341万円  2.45％（対前年度比）
公営企業として、その事業の収益を財源に運営する会計で、
市には水道と病院の２つの企業会計があります。

【全会計】
◆1,317億5,321万円  △0.01％（対前年度比）

予算の規模

市の１年間の家計簿 予算を身近に感じていただくために、市の一般会計を家計簿に置き換えてみました。
１年間の家計の収入と支出を、当初予算額の１万分の１の554万円とすると、次のようになります。
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市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り　

さ
ら
な
る
実
現
に
向
け
て

自治基本条例
づくりを

スタートします！

Y
行
政
改
革
推
進
課　

☎
33
１
３
０
５

　

自
治
基
本
条
例
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
行

政
と
一
緒
に
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
お
互
い
の
役
割

や
権
利
、
責
任
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

　

他
市
の
例
を
み
る
と
、『
心
豊
か
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
と
安
心
し
て
活
動
で
き
る
安
全
な
地
域
社
会
』と

い
う
よ
う
な
市
の
理
念
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、『
行
政

は
、市
民
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
努
力
を
し
ま
す
』

『
市
民
は
公
益
的
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
努
力
を

し
ま
す
』な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
だ
け
で
な
く
、
果
た
す
べ

き
役
割
ま
で
踏
み
込
む
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
県
内
外
を
問

わ
ず
、
自
治
基
本
条
例
を

制
定
す
る
市
町
村
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
色

に
よ
り
違
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、市
民
の
皆
さ

ん
が
共
感
し
納
得
す
る
理

念
・
方
針
を
掲
げ
る
と
と
も

に
、『
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
』
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
、市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く

り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
経
済
の
低
迷
な
ど
、
社
会
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
も
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
行
政
だ

け
が
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
市
民
と
行
政
が
、
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
形
、
新
し
い
考
え
方
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
の
権
利
や
責
務
、
行
政
の
責

務
や
仕
組
み
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
分
か
り
や
す
く
定
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
４
つ
の
課
題
別
検

討
委
員
会（
３
つ
は
終
了
）を
は
じ
め
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
委
員
会
が
立
ち

上
が
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
市
民
参
画
に
よ
る
総
合
計
画
の

策
定
作
業
も
始
ま
り
ま
す
。

　

市
政
の
課
題
解
決
に
向
け
、
今
ま
さ
に
、
市
民
と
行
政
が

力
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
を
捉
え
て
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
り
、
市
民
と
行

政
が
共
に
考
え
、
共
に
行
動
し
、
取
り
組
む
こ
と
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、一
層
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
を
ご
存
じ
で
す
か

な
ぜ
い
ま
自
治
基
本
条
例
が
必
要
な
の
？

市民主体のまちづくり
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文　加藤憲一

　自治基本条例。この言葉を初めて知ったのは、北
海道ニセコ町で、2000年12月に全国初の「まちづく
り基本条例」が制定された時でした。ニセコ町は小さ
な町ですが、当時の逢坂誠二町長（現衆議院議員）
のもと、「責任を持って、自ら考え行動しよう」を合言葉に、
徹底した情報共有と市民参加が進められ、市民自治
を目指す地方都市の
中では先頭ランナーと
も言える存在でした。
　ニセコ町を皮切りに、
各地で競うように自治
基本条例の制定が進
み、現在まで100を
越える自治体が制定、
市民の力を活かす行
政を志す自治体では、もはや標準装備となりつつあり
ます。神奈川県下では9自治体が制定済み、9自治
体が現在検討中。うち、本市以外の県西１市8町で
も、３町が既に制定、1市２町が準備段階となっており、
小田原はむしろ後れを取っているのが実態です。
　なぜ今、この条例が小田原に必要なのか？それは、
新しい総合計画が創られる今こそ、私たちが目指す小
田原の姿、私たちが大切にしようとする価値や理念、
地域づくりを進めるときの市民・行政・議会の役割と
責務、重要な決め事を行う際の基本ルールなどを、しっ
かりと明文化して共有することが極めて大切だからです。
いわば、「新しい小田原」の憲法を創るのです。この
明確な骨格があって初めて、様々な個別の課題はしっ
かりと位置づけられるのです。
　多くの先進事例を引用して行政がたたき台を作れば、
条文は簡単にできてしまいますが、それは全く無意味。
小田原がどのような「地域づくりのスタイル」を目指すか、
その議論を市民主体で丹念に行い、煮詰め、結晶
化するプロセスこそが必要です。平易で誰にでも分かる、
しかも未来に向けて参加の意欲と希望が湧き上がる、
そんな自治基本条例を創りましょう。２年という時間は
決して十分ではないですが、「持続可能な市民自治
のまち」を目指す小田原ならではの、開かれた、熱い
検討プロセスを、共に立ち上げようではありませんか！

「新しい小田原」の憲法を

～至誠・市政～

富士見大橋・開通式にて

自
治
基
本
条
例
の
制
定
ま
で
の
道
の
り 

〜
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
〜

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
！

日
時　

5
月
20
日
（
水
）　 

18
時
30
分
〜
20
時

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き 

ホ
ー
ル

　
「
自
治
基
本
条
例
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
疑
問
を
解
消
す
る

た
め
の
説
明
会
で
す
。
自
治
基
本
条
例
は
、
条
例
を
つ
く
る
過
程
で
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
共
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番

大
切
で
す
。
自
治
基
本
条
例
の
意
義
や
必
要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

共
通
の
認
識
を
持
っ
て
理
解
し
合
う
た
め
、
ま
ず
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、

自
治
基
本
条
例
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

〈
内
容
〉
市
長
か
ら
自
治
基
本
条
例
へ
の
想
い
を
伝
え
ま
す

　
　
　

 

講
師
に
よ
る
基
調
講
演

 

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ステップ

勉
強
会
を
行
い
ま
す
！

６
月
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
よ
り

深
め
た
勉
強
会
を
開
き
ま
す
。

時
間
や
会
場
を
変
え
て
、２
回（
内
容
は
同
じ
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
て

条
例
に
興
味
を
持
っ
た
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
か
た
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
今
後
の
広
報
お
だ
わ
ら
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
討
委
員
会
が

立
ち
上
が
り
ま
す
！

８
月
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
勉
強
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
は
行
政
と
連
携
し
て
、
条
例
に
盛
り
込
む

内
容
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
検
討

委
員
だ
け
で
な
く
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
っ
て

い
き
ま
す
。

①
検
討
委
員
会
に
直
接
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
場
を
、
随
時

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

②
小
田
原
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体

の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

ステップ

1

ステップ

2

3

講
師  

相
模
女
子
大
学
教
授 

松
下
啓
一
さ
ん
／
全
国
各
地
の
条
例　
　

  

づ
く
り
に
指
導
的
な
立
場
で
か
か
わ
っ
て
い
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。
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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
が
新
し
く
な
り
ま
す

Y
資
産
税
課　

☎
33
１
３
６
１

　

今
月
に
発
送
す
る
平
成
21
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
様
式
や
表
示
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

新しい納税通知書の見方

都
市
計
画
「
線
引
き
見
直
し
」

案
の
縦
覧
と
意
見
書
の
提
出

が
で
き
ま
す

Y
市
都
市
計
画
課　

☎
33
１
５
７
１

Y
県
都
市
計
画
課　

☎
０
4
５-

２
１
０-

６
１
７
５

  

県
で
は
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
関
す

る
都
市
計
画
、
い
わ
ゆ
る「
線
引
き
」に
つ
い
て
、
第

６
回
の
見
直
し
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

こ
の
た
び
、
県
の
都
市
計
画
の
案
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
次
の
期
間
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
案

に
ご
意
見
の
あ
る
か
た
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
関
連
案
件
と
し
て
変
更
す
る
市
決
定
の「
防

火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
」「
高
度
地
区
」の
変
更
案

の
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
は
、
市
都
市
計
画
課
で
行

い
ま
す
。

●
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出

  

期
間  

５
月
８
日（
金
）〜
22
日（
金
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

  

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

  

場
所  

市
都
市
計
画
課
、
県
都
市
計
画
課

おだわら
情報

・銀行などの窓口で納めるかたには納付書が同封されています。納付
　書は４期分をとじないで同封しますので、納付するときには納期（期
　別）をよく確認してください（口座振替用と共有者用には納付書は
　ありません）。
・詳しくは、納税通知書裏面の説明や納税通知書に同封されているお
　知らせをご覧ください。

敷地分割税額（イ）
マンション敷地などの区分
所有された土地をお持ちの
かたについて、個々の持分
に応じて分割された税相当
額の合計が表示されます。

増築などがあった家屋の課税明
細書の表示は、今までは合算（棟
寄せ）して表示していましたが、よ
り詳細にお知らせするため棟番号
ごとに分けて表示されます。

＜課税明細書＞
マンション敷地などの区分所
有された土地（課税明細書中
「⑤個別事項」欄に「共有
分割」と表示）をお持ちのか
たの表示事項は、マンション
などのその土地全体の額が
表示されている項目と、個々
の持分に応じて分割された
額が表示されている項目があ
りますのでご注意ください。

○マンションなどのその土地
全体の額が表示されている
項目
⑦固定本則課税標準額
⑧都計本則課税標準額
⑨前年度固定課税標準額
⑩前年度都計課税標準額
⑯固定課税標準額
⑰都計課税標準額

○個々の持分に応じて分割さ
れた額が表示されている項目
⑱固定軽減税額
⑲都計軽減税額
⑳固定税相当額
○都計税相当額21

共有者名はここに
表示されます。

土地家屋の課税明細が
同じ明細書に表示されます。

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
お
だ
わ
ら
４
／
15
号
4
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
小
船
森

土
地
区
画
整
理
組
合
の
電
話
番
号
は
、
正
し
く
は「
43-

４
７
５
５
」で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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５
月
は
「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
」

〜
自
転
車
も　

の
れ
ば　

車
の
な
か
ま
い
り
〜

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
８
５
１

　

最
近
、
自
転
車
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
昨
年
１
年
間
の
人
身

交
通
事
故
は
１
，１
７
６
件
で
、
そ
の
う
ち
自
転
車
事
故
は
３
２
５
件
。
尊
い
命
が
奪

わ
れ
る
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
機
会
に
家
族
で
も
う
一
度
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ

ナ
ー
を
確
認
し
合
い
、
譲
り
合
い
の
心
で
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
健
康
の
た
め
に
健
診（
検
診
）を
受
け
ま
し
ょ
う
！

６
月
１
日
か
ら
、
が
ん
検
診
・
特
定
健
康
診
査
・
長
寿
高
齢
者
健
康
診
査
・
成
人
歯
科
健

診
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
受
診
書
類
を
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
が
ん
検
診
（
受
診
券
は
黄
色
の
は
が
き
）

　

40
歳
以
上
の
か
た
が
対
象
で
、
子
宮
が
ん
検

診
の
み
20
歳
以
上
の
か
た
で
す
。

  

市
が
行
う
各
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
３
〜

26
％
。
検
診
効
果
で
死
亡
率
が
減
る
と
い
わ

れ
て
い
る
〝
受
診
率
50
％
〞（
平
成
23
年
度
の

国
の
目
標
値
）ま
で
到
達
す
る
に
は
、
ま
だ

ま
だ
遠
い
道
の
り
で
す
。

　

検
診
を
受
け
な
い
理
由
は
、「
気
に
な
る
症

状
が
あ
れ
ば
、
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
」「
時

間
が
な
い
」「
自
分
は
大
丈
夫
」
な
ど
。
が
ん

検
診
は
、
あ
く
ま
で
も
自
覚
症
状
の
な
い
時

期
に
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分
の
健

康
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
定
健
康
診
査
、
長
寿
高
齢
者
健
康
診
査

　
（
受
診
書
類
は
Ａ
４
版
く
ら
い
の
封
筒
）

　

特
定
健
康
診
査
は
、
40
〜
74
歳
の
小
田
原
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
か
た
、
長
寿
高
齢

者
健
康
診
査
は
、
主
に
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
に
該
当
す
る
か
た
が
対
象
で
す
。

　

市
民
の
死
亡
原
因
で
、
以
前
か
ら
多
い
の
が

脳
卒
中
。
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
発
症
し
て
も
自
覚
症

状
に
乏
し
く
、
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し
、

脳
卒
中
や
心し

ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

、
が
ん
へ
と
移
行
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

早
い
う
ち
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
予
防
対

策
を
進
め
れ
ば
、
将
来
、
生
活
習
慣
病
に
よ

る
通
院
・
入
院
を
防
げ
ま
す
。
個
人
に
か

か
る
医
療
費
の
負
担
も
大
変
で
す
の
で
、
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
健
康
診
査
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
、
小
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
一
年
間
を
通
じ
て
保
険
に
加
入
し
て
い

る
か
た
が
対
象
で
す
。

●
成
人
歯
科
健
診（
受
診
券
は
青
色
の
は
が
き
）

　

40･
45･
50･
55･

60･

70
歳
の
か
た
が
対
象
で
す
。

　

歯
が
悪
く
な
る
と
、
食
生
活
の
楽
し
み
が
減

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
習
慣
病
が
発
症
す

る
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

  

歯
肉
炎
な
ど
の
予
防
の
た
め
に
も
成
人
歯
科

健
診
を
受
け
、大
切
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
受
診
方
法
・
期
間
は
、
健
診（
検
診
）に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
受
診
書
類
や
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
40
〜
74
歳
で
、
小
田
原
市
国
民
健
康
保
険
以

外
に
加
入
し
て
い
る
か
た
の
健
康
診
査
は
、

ご
自
分
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保

険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おだわら
情報

Y
健
康
づ
く
り
課　

☎
47
０
８
２
０

おだわら
情報●チャレンジしよう！

自転車交通安全○×クイズ

1　傘をさして自転車に乗ると、交通違反になる。
2　夜間、ライトをつけて自転車に乗るが、明るい場
　  所を走るときは、ライトを消してもかまわない。
3　小学生は、自転車に乗って歩道を走ってもいいので、
　  歩行者がいるときは、ベルを鳴らしてよけても　
　  らってよい。
4   自転車なら携帯電話で話しながら運転してもよい。
5   自転車も飲酒運転をすれば交通違反になる。

＜答え＞
1　○：傘さし運転は交通違反です（３月以下の懲役または５万円以下の罰金）。
2　×：自転車のライトは前方を照らすだけでなく、存在を知らせる意味もあるので、
　　　　道路照明に関係なく夜間は必ずライトをつけましょう。
3　×：小学生は、自転車に乗って歩道を走ってもいいことになっていますが、歩行
　　　  者の迷惑になるときや、歩行者が多いときなどは、自転車から降りて押しま
　　　  しょう。歩道は「歩行者優先」ということを忘れずに！
4　×：  携帯電話で話しながら運転すれば、交通違反となります。メールを見たり、
　　　　打ったりしながらの運転もやめましょう（３月以下の懲役または５万円以下
　　　　の罰金）。
5　○：自転車の飲酒運転も、交通違反となります（酒酔い運転は５年以下の懲役ま
　　　　たは100万円以下の罰金）。
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設
立
50
周
年　

松
永
記
念
館
と
耳
庵
・
松
永
安
左
ヱ
門
②

園遊会でそばを食べる耳庵

郷
土
文
化
館
で
は
今
秋
、
松
永
耳
庵
が
松
永
記
念
館
を
設
立
し
て
50
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
、

松
永
記
念
館
で
特
別
展
を
開
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
耳
庵
の
人
物
像
や
松
永
記
念
館
に
つ
い
て
連
載（
８
回
）で
紹
介
し
ま
す
。

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

  

耳
庵
が
松
永
記
念
館
を
建
て
た
際
、
親
し
い
人
々
に
語
っ
た

夢･･･

「
茶
会
な
ど
を
催
し
て
文
化
人
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
の
よ

う
に
な
れ
ば
」。

　

こ
の
構
想
を
具
現
化
し
た
も
の
に
、園
遊
会
が
あ
り
ま
し
た
。

  

園
遊
会
は
、
毎
年
11
月
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
松
永

記
念
館
や
老ろ

う

欅き
ょ

荘
を
舞
台
に
開
か
れ
ま
し
た
。
園
遊
会
当

日
は
、
松
永
記
念
館
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
茶
会
を
催
す

と
と
も
に
、
箱
根
・
小
田
原
の
飲
食
店
を
呼
び
、
模
擬
店

を
設
置
し
て
、
そ
ば
や
寿
司
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。
耳
庵

自
ら
来
賓
に
食
事
を
勧
め
る
こ
と
も
あ
り
、
偉
ぶ
る
こ
と
な

く
に
こ
や
か
に
接
す
る
そ
の
姿
に
、
参
加
者
の
多
く
が
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

  

日
常
で
も
、
耳
庵
は
来
訪
者
に
、
自
ら
茶
を
た
て
て
出
す

こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
来
訪
者
に
茶
の
心
得
が
あ

る
か
ど
う
か
な
ど
、
気
に
し
ま
せ
ん
。「
自
分
は
茶
道
の
心
得

が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
り
込
み
す
る
客
人
に
、
耳
庵
は
言
い

ま
す
。

「
茶
な
ん
か
苦
き
ゃ
苦
い
と
言
え
ば
い
い
、
う
ま
き
ゃ
う
ま
い
と

言
え
ば
い
い
」

　

そ
う
言
い
な
が
ら
、
松
永
記
念
館
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
収
め

ら
れ
た
茶
器
を
取
り
出
し
て
、
茶
を
た
て
る
の
で
し
た
。

  

「
茶
器
が
国
宝
だ
っ
た
と
し
て
も
、
使
っ
て
や
ら
な
き
ゃ
か
わ

い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」̶

茶
器
は
茶
を
楽
し
む
た
め
に
あ
る
。

記
念
館
設
立
時
の
精
神
を
、
耳
庵
は
最
期
ま
で
失
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
耳
庵
ゆ
か
り
の
品
や
情
報
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
郷

土
文
化
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

なんて、すてきな朝でしょう。
なんて、すてきな風でしょう。

さわやかな新緑の季節となりました。
市役所では、すがすがしい季節の到来とともに、明るく
元気を出してまちづくりに頑張ります。

　市役所では、市民の皆さんと手を携えて「新しい小田
原」を創造するため、より一層元気な声であいさつをします。
　「おはようございます」「こんにちは」「ありがとうございま
す」。このあいさつで、市民の皆さんとの信頼関係を強くし、
市民の皆さんと一緒に元気な小田原をつくっていきます。
市民の皆さんから信頼をいただけるように

市民の皆さんに気持ちよく来庁していただけるように
職員はもっともっと張り切っていきます。
今より、１２０％の笑顔を目指して
今日より明日が、１２０％輝くように
皆さんにとってすてきな一日になるよう、明るく大きな声で
職員は頑張ります。

財団時代の松永記念館

小田原を元気に！ より一層の笑顔とあいさつで、皆様を迎えます！
Y職員課　☎33-1242
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「
語
り
聞
か
せ
」

〜
心
で
通
わ
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

  

東
門
を
入
り
、
シ
ン
デ
レ
ラ
階
段
と
称
す
る
階

段
を
上
り
、
子
ど
も
た
ち
は
登
校
し
ま
す
。
周

囲
に
は
ま
だ
田
園
風
景
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
小
学
校
で
す
。

　

木
曜
日
の
朝
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に

し
て
い
る「
語
り
聞
か
せ
」の
時
間
。
講
師
の
語

り
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
さ
ざ
な
み
会
」の
皆
さ

ん
は
、
市
シ
ル
バ
ー
大
学
で
民
話
を
学
ば
れ
た
か

た
で
、
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
よ
り
、一
回
り
年

上
の
人
生
の
大
先
輩
で
す
。
常
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
、「
語
り
聞
か
せ
は
、
言
葉
で
語
る
の

で
は
な
く
、
心
で
語
る
こ
と
」。

　

会
の
皆
さ
ん
が
教
室
の
中
央
に
腰
を
か
け
、

ゆ
っ
た
り
と
穏
や
か
な
口
調
で
語
り
か
け
る
姿
に
、

子
ど
も
た
ち
の
視
線
が
集
ま
り
ま
す
。
小
田
原

の
民
話
「
嫁
田
の
話
」、箱
根
の
民
話
「
乙
女
峠
」

な
ど
を
聞
く
子
ど
も
の
脳
裏
に
は
、
登
場
人
物

の
姿
や
光
景
が
描
き
出
さ
れ
ま
す
。
読
書
と
は
、

富水小学校
（児童数：713人）

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組み
を紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見る
と、小田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育総務課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

少
し
違
う
形
で
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
「
語
り
聞
か
せ
」が
終
わ
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
か
た
に
近
寄
る
子
ど
も
た
ち
。「
ま
た
来
て
く

だ
さ
い
」
と
お
願
い
す
る
子
、
面
白
か
っ
た
感
想

を
話
す
子
な
ど
、
そ
の
一
人
一
人
を
優
し
く
受
入

れ
て
く
だ
さ
る「
さ
ざ
な
み
会
」の
皆
さ
ん
の
笑
顔
。

そ
こ
に
は
、
温
か
で
優
し
い
空
気
が
流
れ
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
、
会
の
協
力
を
得
て
、「
語
り

聞
か
せ
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温

か
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
支
え
ら
れ
、
多
く
の「
さ
ざ

な
み
キ
ッ
ズ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
朝
会
で
そ
の

成
果
を
披
露
し
、
全
校
児
童
か
ら
大
き
な
拍
手

が
わ
き
上
が
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　

目
と
目
を
合
わ
せ
語
り
合
う
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
今
日
、〝
心
で
語
る
こ
と
〞
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
だ
さ
る「
さ
ざ
な
み
会
」の
活
動

は
、
現
代
の
課
題
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
、

よ
り
し
み
込
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

聞いたお話はどれも大好きです

お話の中には、昔の人たちがたくさん出てきて、
聞いているとその生活が分かってきます。少し

昔の言葉が使われているけれど、その意味が分かる
とお話を聞くのがとても楽しく
なります。
いろいろな語りをたくさん聞い
たり、友達と一緒に練習した
り、みんなの前で発表したりす
るのがとても楽しいです。たく
さん読んでいると、どんな感じ
でだれが何をしているかを想
像できます。私はそういう語り
聞かせが大好きです。覚えた
語りは忘れません。

加
か

藤
とう

 萌
も

々
も

さん
（4年生）

4人の仲間と始めた「語り」をつづけたい

１年生のとき聞いた「みのかさじぞう」に感動しまし
た。「お話だけで人を感動させるなんてすごい。

私もいつかやってみたい」と思い、４人で「さざなみ
キッズ」で活動を始めました。
全校朝会の発表に向けての練
習では、４人で練習して話し
合ったり、けんかしたりもしま
した。気持ちを合わせて発表
した語りに、拍手をもらえてう
れしかったです。「ずっとやめ
たくない」。今でもその気持ち
は変わりません。もっといっぱ
い民話を覚えて、たくさんの
人に感動してもらいたいです。

邨
むら

田
た

 ひまわりさん
（4年生）

【
連
載
】

　

若
葉
に
風
香
り
、

ま
も
な
く
北
條
五

代
祭
り
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
４
月

か
ら「
小
田
原
観

光
大
使
」に
も
な
り
、

総
勢
１
８
０
０
人
の
武
者
行
列
を
盛
り
上

げ
る
二
つ
の
隊
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

鎧
よ
ろ
い

迺の

舎や

「
う
さ
ぎ
塾
」小
田
原
教
室
で
は
、

毎
月
2
回
の
活
動
を
通
し
て
作
っ
た
鎧
で
、

パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
斉
藤
正
彦
代
表
、
内

藤
洋
海
さ
ん
は
、「
昔
の
手
法
を
重
ん
じ
、

丁
寧
に
作
っ
て
い
る
」
鎧
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、

「
市
民
や
観
光
客
が
喜
ん
で
く
れ
る
」
交
流

も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

中里さん

内藤さん

斉藤さん
　

小
田
原
北
條
手
作
り
甲
冑
隊
は
、「
作

る
楽
し
み
、
着
る
う
れ
し
さ
、
参
加
し
て
満

足
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
。
中
里
正
一
城
代

が「
皆
個
性
的
に
楽
し
く
作
っ
て
い
る
」
と
い

う
甲
冑
は
、
毎
週
日
曜
日
に
銅
門
で
行
っ
て

い
る
門
番
事
業
の
記
念
撮
影
で
も
好
評
で
す
。

　

北
條
五
代
祭
り
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

の
込
も
っ
た
勇
壮
な
装
い
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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